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あけましておめでとうございます！！ 
 2023年が始まっています。昨日は始業式（オンライン）を行い、私からは「１年の

計は元旦にあり」と話をしました。昨年よりもさらに充実した１年にしていくため

に、まずは良いスタートを切りたいと思います。保護者の皆様には、今年も様々にお

世話になるかと思いますが、どうぞよろしくお願い致します。 

 

◇今年も「強気に、前向きに」進めていきます！ 

 コロナ渦となり、もうすぐ３年。さて、今年はどんな年になるのでしょう。ちなみ

に豊中市保健所長の松岡太郎さんは、年頭の市内小中学校校長が集まる場で「もうい

い加減にしてほしい。」と仰っていました。おそらくこの３年間、保健所の業務は想

像を絶する多忙さだったでしょうから、この言葉にも納得です。加えて「コロナ渦以

後、体調不良を訴える方が20％、体重増が18％、精神的な不調が12％」との市民アン

ケート結果も示され、「コロナの直接被害もあるが、２次的な身体的・精神的被害も

心配。」とも言われていました。 

 コロナとは違いますが、私も同じように思うことがあります。日本国内では2021

年、2022年ともに年間２万人以上の方が自ら命を絶っています。これでも一時よりは

少なくなっており、年間３万人以上が10年以上続いた時期もありました。コロナによ

り命を落とすことはもちろん悲しいですが、自ら命を絶たざるを得なかったことも悲

しくありませんか？誰だって楽しく生きたいはずですが、残念なことに、それしか選

択肢がなかったわけですから…。これを社会全体としてなぜ大きな問題として取り上

げないのか？私は非常に疑問に思います。口には出さないものの、社会の歪みの中で

すごく悩んでいる人が実は身近にもいるのでは？そんな人を救わなくてもいいの？コ

ロナ対策も確かに大切、しかし、バランスとして悪すぎるように思います。 

「人と会ってはいけない、集まってはいけない。会話もダメ。」これ、確かに感染

対策として一定の効果はあるのでしょう。しかし、この３年間で子どもたちが経験で

きなかったこと、失ったものがどれほどのものなのか？この結果はいずれ大きなもの

になって返ってくるに違いありません。私は今年も、必要な感染対策は施しながら

も、「強気に、前向きに」本校の教育を進めて参りたいと思っています。 

「２０２２年 １０大ニュース」改め「６大ニュース」 

 昨年１２月の「緑地っ子」で「２０２２年のうれしかったこと楽しかったこと１０

大ニュース」を募集、下足室に投票箱を設置したことをお知らせしました。これに子

どもたちが多数投票してくれたのですが、結果を大まかに分類すると６個となりまし

た。そこで「10大ニュース」を「６大ニュース」に改めることにして、投票数の多か

った順にお知らせします。 

第１位 PTA行事（緑地の輪・キャンドルナイト）が楽しかった！ 

  PTAの皆さんによる３年間の集大成でした。おめでとうございます！ 

第２位 友だちと仲良くできた！ 

  やはりこれがいちばんですね。 

第３位 修学旅行・林間学舎・遠足 

  ２年間宿泊行事がなかったので、５・６年生はさぞ嬉しかったことでしょう。 

第４位 授業が楽しかった！ 

  先生がよく頑張ったということでしょうか。 

第５位 ドッジボール大会 

  ５・６年生の体育委員会の皆さん、ご苦労様でした。 

第６位 運動会が楽しかった！ 

  みんなが全力を出し切りましたからね。 

 

おまけ 

 小数意見でしたが、番外編として紹介します。 

《番外編》 

「入学式はドキドキしました。」 

  小学校に入学できて良かったですね。 

「縄跳びで二重跳びができるようになった。」 

  頑張って練習してできるようになったのでしょう。素晴らしいです。 

「給食でしゃべれるようになった。」 

  友だちと会話をしながらの給食は楽しいね。 

「八宝菜がうまかった。」 

  これを聞けば、給食を作ってくれている人もさぞ嬉しいことでしょう。 

 さて、今年です。たくさんの「うれしかったこと楽しかったこと」があるといいで

すね。そのために、まずは自分のできることにコツコツ取り組んでいきましょう。 
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ボクの年！ 


